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近年，インターネットを用いて遠隔にあるコンポーネントを再利用する Web サービスが注目されてい
る．Web サービスは，SOAP/WSDL/UDDI を基盤技術としており，EC システム構築の重要な位置付
けになっている．本稿では，Web アプリケーションサーバから構成される３層構造によって
SOAP/WSDL/UDDI環境を構築し，その上に部品調達支援システムのプロトタイプのWebサービス化
を行なった．それによってWebサービス基本機能の実証を行なった． 
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In recent years, Web services that reuse remote components over the Internet are drawing attention. 
Web services are based on SOAP/WSDL/UDDI and are given an important position as the 
infrastructure of the EC systems. We have constructed SOAP/WSDL/UDDI environment with 3-tier 
structure integrating web application servers, and have built a prototype of a parts procurement 
support system as one of Web services on the environment. Thus, we verified and evaluated the 
basic functions of Web services. In this paper, we describe the verification and evaluation of the EC 
model by Web service based on SOAP/WSDL/UDDI. 
 
1. はじめに 
近年のコンピュータ技術およびネットワーク

技 術 の 進 展 に 伴 い ， EC （ Electronic 
Commerce：電子商取引）が急速に進展し，各
種のビジネスモデルが開発されている【１】．ビジ

ネスモデルは取引形態によりB to B（企業間取
引），B to C（企業・消費者間取引），C to C（消
費者間取引）に分類することができ，その中で

も取引回数，取引規模の大きい企業間取引にお

けるビジネスモデルが注目を集めている．その

一例としてe-マーケットプレイスが挙げられる．
e-マーケットプレイスはオークション形式，逆
オークション形式，エクスチェンジ形式，カタ

ログアグリゲーション形式に分類でき，多対多

の取引や在庫処理，トータルコストの削減など

に優れているため，Webアプリケーションとし
て様々な用途に実用化されてきた． 
一方，今日のB to B ECにおいてはWebサ
ービスが注目されている【４】．Webサービスは，
インターネットを用いて遠隔にある Web アプ
リケーションのコンポーネントを再利用するこ

とができるとともに，各地の複数のサイトにお

けるコンポーネントを相互に連結させ，あたか

も１つのサービス，あるいは複合アプリケーシ

ョンのように利用することができる可能性を持

っている．そのため，従来では１つのサイトで

完結していた「閉じられた」サービスが Web
サービスにより，「開けた」サービスとすること
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が可能になる．Webサービスによって実現され
るサービスは，今後のECにとって重要な技術
となり得るが，Webサービスに適合したビジネ
スモデルが新たな課題となってくる． 
本稿では，Web サービスの基盤技術である

SOAP (Simple Object Access Protocol), 
WSDL (Web Service Description Language) , 
UDDI (Universal Description Discovery and 
Integration)環境を構築し，ビジネスモデルの
提案例である部品調達支援システムを Web サ
ービスとして構築し，その動作環境と Web サ
ービスの利用性を検証，評価した結果を論じる． 

 
2. ビジネスモデルと部品調達支援システム 
2.1. 様々なビジネスモデル 
現在，様々なビジネスモデルが研究，開発さ

れており，次のように分類される【１】． 

・ ダイレクトモデル：従来のバリューチェー

ンの仲介業社を削除することで，取引の効

率化を行なう． 
・ インフォミディアリモデル：ビジネスモデ

ルのバリューチェーンに新たにチェーンを

追加してサービスの拡大を実現する． 
・ 広告モデル：商品の販売ではなく，広告を

載せることにより広告料を徴収するモデル． 
・ 独立型モデル：バリューチェーンの一部を

ビジネスモデルとした（Amazon.comのワ
ンクリックなど）モデルである． 
この中で，B to Bにおけるビジネスモデルで
最も注目されているのが，インターネット上で

複数の企業間に入り，売買の仲介を行なう e-マ
ーケットプレイスである．これはインフォミデ

ィアリモデルに分類される．従来の企業間にお

ける既存の取引では，相互に取引実績のある企

業間や系列企業との取引が中心であり，地域的

に限定された中で行なわれる事が多い．特に中

小企業のような営業機能が低い企業では，その

取引範囲はさらに限定的なものであった．しか

し，e-マーケットプレイスの最大の利点として
は，バイヤー側からみると最適な資材調達先，

サプライヤー側からみると最適な資材販売先を

見つけることができ，双方の取引先の拡大が可

能となる． 
2.2. 部品調達支援システムのビジネスモデル 
製造業における電子部品の調達は，大量かつ

正確な納期の調達が見込まれる．調達を電子化

することにより，取引先の拡大が可能となるが，

その反面，取引先の拡大によって企業選考作業

の増大が発生することになる．例えば数千の取

引先から見積りが送られ，調達担当者が最良の

企業を選ぶために１つ１つ目を通して比較して

いたのでは膨大な作業と時間が発生し，作業効

率の低下となる．つまり価格を抑えるとともに，

調達企業選考を含めたスピーディーな調達が要

求される． 
これらの課題に対するシステムを提案するた

め，前述したe-マーケットプレイスに注目する．
インターネット上で行なうe-マーケットプレイ
スにでは，取引形式を逆オークション形式とす

ることで，単独のバイヤー（買い手）が買いた

い商品に関する購入条件を提示し，複数のサプ

ライヤー（売り手）が応札する買い手主導とな

るため，価格を抑えることが可能となる．また，

バイヤー企業の購入条件によりサプライヤー企

業を自動選考することで，さらにスピーディー

な取引が期待される．我々は，このシステムを

部品調達支援システムとして提案し，プロトタ

イプによって有効性を確認した【２】【３】． 
（１） 部品調達支援システムの機能 

本調達システムは，逆オークション形式から

バイヤーが提示した調達条件を複数のサプライ

ヤーが参照し，条件に見合った見積りをバイヤ

ーに返信するシステムである．また通常の逆オ

ークションでは１回の見積りとなるが，本調達

システムでは，１回の見積りで選考された複数

のサプライヤーに再度見積り依頼を出し，これ

らのプロセスを繰り返す方式とする．再見積り

を依頼することにより，バイヤー側の調達条件

に限りなく近づけることが可能となり，調達コ

ストの削減に繋がる． 
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（２） 部品調達支援システムのプロセス 
本調達システムの構成図とその一連のプロセ

スを図１に，バイヤーの選考基準であるビジネ

スロジックのフローを図２に示す． 

図１ 部品調達支援システムの構成図 
① バイヤーは希望商品，納期などの調達条件

をWebサイトに提示する． 

② サイトを参照した全サプライヤー企業に調

達条件が通達される． 
③ 各サプライヤーは見積りを返信する． 
④ サーバでは，ビジネスロジック（選考機能）

により見積りが比較され，選考される． 
⑤ 不合格企業には選考漏れ応答，合格企業に

は条件を変更し，再見積りを依頼する． 
⑥ 各サプライヤーは再見積りを返信する． 
⑦ 再度ビジネスロジックにより選考する． 
⑧ 選考企業が数社程度になった場合，その企

業の見積りをバイヤーに返信する． 
⑨ バイヤー側の調達担当者がサプライヤーと

の面談・協議の上，最終選考する． 
⑩ 発注する． 

図２ ビジネスロジックフロー 

企業選考の項目としては，単価①，単価②，

品質（製造年月日），信頼性（取引実績）の４つ

である．単価①はバイヤーの調達条件（調達個

数）に沿った金額となり，単価②は，サプライ

ヤーが「この個数であればこの価格でよい」と

いった，サプライヤー提案価格である．また，

バイヤーの権限により「このサプライヤーは残

したい」という希望も選考に取り入れる． 
① ビジネスロジック １ 
各サプライヤーからの入札が完了後，４つの

選考項目により選考を行なう．これはバイヤー

の選考基準を満たすサプライヤーのみが次の選

考に残る．例として単価①を説明する．バイヤ

ーが希望する単価を決めておき，そのバイヤー

の希望額より低い企業は次の選考に残り，希望

額より高い企業は有望取引先としては不適切で

あるため，次の選考に進む事ができない． 
② ビジネスロジック ２～N 
ビジネスロジック１により選考に残ったサプ

ライヤーに対して新たな条件，例えば個数を２

倍にしたときの価格などを付けて再度見積り依

頼をする．再見積りを依頼することで，部品価

格の値下げが期待できる．再見積りの入札が完

了後，ビジネスロジック２以降では以下のよう

な３つの選考方法を選べるようにした． 
・ ４つの選考項目による選考． 
・ ４つの選考項目から選択し，単独，または

組み合わせて選考． 
・ バイヤーの権限による選考． 
これは選考基準において，バイヤーに自由度

を持たせるためである．そのため，バイヤーが

選ぶ選考方法によってビジネスロジック２以降

は変化することになる．ビジネスロジックを通

して数社程度に残った場合は，最終的に調達担

当者がサプライヤーとの面談・協議の上，企業

を決定する．しかし条件を満足するサプライヤ

ーが数十社残った場合は改めて新たな条件を付

けて再見積りを依頼し，調達担当者がサプライ

ヤーと直接協議できる範囲になるまで行なう． 
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3. Webサービス 
Web サービスはインターネットを用いて遠
隔にあるコンポーネントを再利用することがで

きるとともに，それらのコンポーネントを相互

に連結させ，あたかも１つのサービス，あるい

は複合サービスのように利用することができる． 
ここで，Web サービス提供者を「Service 

Provider」，Web サービスを管理し，検索サー
ビスを提供する「Service Broker」，Web サー
ビス利用者を「Service Requester」と呼ぶ． 
3.1. Webサービス基盤技術 
（１） SOAP 

HTTP，SMTPなどインターネットで使われ
る標準的なプロトコル上で XMLベースのメッ
セージをやり取りし，アプリケーション同士を

連携させるためのプロトコルである．XML ベ
ースの SOAP はインターネット上の異なるプ
ラットフォームで通信が可能であるとともに，

HTTP プロトコル上でメッセージをやり取り
するため，ファイアーウォールの設定の変更な

く通過することができる． 
（２） WSDL 

Web サービスのインターフェースや接続の
ための情報を記述する規格である．具体的には

どのプロトコルで，どのようなデータを受け取

り，どのようなデータを返すのかを XMLドキ
ュメントとして記述する．WSDL により
Service RequesterはService Providerが提供
する Web サービスの利用法を把握でき，プロ
グラムによる動的な利用が可能となる． 
（３） UDDI 
膨大な数の Web サービスが世界中に存在す
ることが期待されるが，Service Requester は
Web サービスへのアクセスと利用方法を知る
必要がある．その際に用いるのが Web サービ
スを登録／発見／統合する UDDI である．
UDDIは電話帳のようなもので，Webサービス
の登録機能があり，Service RequesterはSOAP
を利用してアクセスし，必要な情報を取得して

Webサービスを利用する． 

3.2. Webサービスアーキテクチャ 
Webサービス基盤技術は，図３に示すような
プロセスを経て連携する． 

図３ Webサービスアーキテクチャ 

① Service Providerは，開発したWebサービ
スの情報をUDDIに登録する． 

② Service Requester は利用したいサービス
をUDDIより検索する． 

③ 結果がService Requesterに返信される． 
④ 取得した Web サービス情報から Service 

Providerを特定し，WSDLを取得する． 
⑤ WSDLを元にWebサービスを利用する． 
3.3. Webサービスの利用例 
各Service Providerに配置されている複数の

Webサービスを，統合して利用する例のプロセ
スを図４に示す． 

図４ Webサービス利用例 

① Service Providerは，開発したWebサー
ビスの必要な情報（業種コード，サービ

ス内容など）をUDDIに登録する． 
② ある企業X（Service Requester）が望む
サービスを利用する時，その機能を有す
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るWebサービスをUDDIで検索する． 
③ 検索結果が返信されるとともに，tModel
によって WSDL ファイルのアクセスポ
イントが分かる． 

④ Service RequesterはWSDLを取得する． 
⑤ WSDL を利用して，Web サービスにア
クセスするプログラムを開発する． 

⑥ 企業X，End userがサービスの要求をし，
結果を取得する． 

図４では企業XとEnd userが分かれている
が，実際には両者共にService Requesterであ
る．企業Xは，Service ProviderのRequester
であり，End userは企業XのRequesterとな
る．このとき，企業 XはEnd userの Service 
Providerである． 
 

4. 部品調達支援システムの Web サービス化
設計 

4.1. 機能別分類 
部品調達支援システムを Web サービスとし
て構築するために機能別分類をする．共通する

システムは，一つの Web サービスとして構築
し，再利用する．図１に示した部品調達支援シ

ステムのプロセスをフロー化し，機能別に柄分

けしたものを図５に示す． 

図５ 機能別分類をしたフロー 
図５から共通する機能を検討すると，見積り

書を登録する機能，企業選考をするビジネスロ

ジック機能，選考された企業に結果を知らせる

選考応答機能の３つに分類でき，これらに対応

したWebサービスを提案することができる． 

4.2. Webサービスの提案 
（１） 見積り書登録サービス 
サプライヤーから送信された見積り書をバイ

ヤーが登録するサービスである．バイヤーが

Web上に調達条件を提示し，それを参照したサ
プライヤーは調達条件に沿った見積り書をバイ

ヤーに送信する．見積りデータを取得したバイ

ヤーは，Service Providerに見積りデータを登
録するためこのサービスを利用することになる． 
（２） 選考応答サービス 
選考処理された企業に，合格，または不合格

通知をするサービスである．ビジネスロジック

によって選考された見積りデータは，合格企業，

不合格企業に分類される．そして合格企業には

合格通知と次の選考のための新たな条件や再見

積り依頼を送信し，不合格企業には不合格通知

を送信する． 
（３） ビジネスロジックサービス 
バイヤーの選考条件により，サプライヤーを

選考するサービスである．図２に示したビジネ

スロジックフローの内容である． 
4.3. Web サービス化した部品調達支援シス

テムの利用プロセス 
提案した Web サービスを利用する場合，図
６のようなプロセスを経ることになる．①～④

は，バイヤーがシステム構築をするプロセスで

あり，⑤～⑩がシステム利用プロセスである． 

図６ 部品調達支援システムの利用 
① バイヤーは，部品調達に関する Web サー
ビスを検索する． 
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② 検索結果を取得し，WSDL ファイルの
URLを得る． 

③ WSDLを取得する． 
④ 取得したWSDLを利用して，Webサービ
スにアクセスするプログラムを開発する．

この結果，部品調達支援システムが構築さ

れたことになる． 
⑤ バイヤーが Web 上に調達条件を提示し，
それを見たサプライヤーが条件に応じた見

積り書を送信フォームにより送信する． 
⑥ Webサービスを利用する際，次の⑦～⑩の
ようなプロセスを経る． 

⑦ 各サプライヤーの見積り書を受信したバイ

ヤーは，「見積り書登録サービス」により，

Service ProviderのDB Xに登録する． 
⑧ DB Xの見積り書は，「ビジネスロジックサ
ービス」のバイヤー選考基準により選考さ

れ，DB Yに保存される． 
⑨ DB Yの企業の合否結果を「選考応答サー
ビス」により，各サプライヤーとバイヤー

伝えられる．合格したサプライヤーには再

見積りの依頼と，新たな条件が送信される

ことになる． 
⑩ 第一回の選考結果を取得する． 
上記の⑦～⑩のプロセスにより，ビジネスロ

ジック１の選考が行われたことになる．よって

サプライヤーから再見積りが届き次第，⑦～⑩

のプロセスを繰り返すことにより，ビジネスロ

ジック２～Nの選考が行なわれる． 
 

5. プロトタイプの構築 
5.1. 構築環境 
プロトタイプの構築環境を図７に，使用ツー

ルを表１に示す．Apache SOAPはWebサービ
スの公開，管理をするツールであり，Tomcat
上で動作させた．WSTKはWebサービスを構
築，使用するためのツールキットである．UDDI
にアクセスするための Java-APIや，UDDIの
登録状況が確認できるWebサービスブラウザ，
WSDL生成ツールなどの機能を持つ． 

図７ プロトタイプの構築環境 
表１ 使用ツール一覧 

5.2. Webサービスの構築 
本システムでは，３つの Web サービスを提
案した．その中で，ビジネスロジックサービス

の一部を構築し，検証した． 
（１） ビジネスロジックサービス 

2.2 (2)で述べたビジネスロジックサービスで
は選考項目が５つあり，その中で単価①につい

て構築した．Service Requester（バイヤー）が
見積り書登録サービスを用いて企業データを登

録したと仮定し，あらかじめService Provider
のDBに企業データ（企業名，単価①）を登録
しておく．そしてService Requesterからの希
望単価①を引数とし，DB に登録済みの企業デ
ータから希望単価以下の企業を取得する．プロ

グラミングには Javaを用いて実装し，DBには
JDBCを用いてアクセスした． 
（２） Apache-SOAPへの登録 
構築した Java ClassをApache-SOAPへ，
図８のように登録した． 
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Apache SOAP v 2.2
Tomcat version 3.2.3
Xercers Java Parser 1.4.3
Java Beans (TM) Activation Framework 1.0.1
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IBM WSTK(Web Service Tool Kit) v2.3
IBM DB2 Enterprise Edition 評価版
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図８ Apache-SOAPへの登録 

（３） WSDLの作成 
WSDLは，WSTK付属のWSDL Generation 

Tool を利用し作成した．図９のように「Class 
Name」，「Class path」，「Output Filename」
を入力して Next 画面でメソッドを選択するこ
とで，下記のWSDLファイルを作成した． 
① BusinessLogic_Service.wsdl 
② BusinessLogic_Service-interface.wsdl 
①には，サービスの内容が記載されており，

②にはサービスを利用するためのインターフェ

ースが記載されている． 

図９ WSDL Generation Tool 

（４） UDDIへの登録 
Service Provider を登録する際，企業名を
「ITLAB」とし，NAICS コード（アメリカの
産業分類コード）を「61131」（Universities, and 

Professional Schools）として登録した．UDDI
への登録状況は，図１０に示した WSTK 付属
の｢UDDI Browser｣により確認できる． 

図１０ UDDI Browser 

 
6. Webサービスの実証と評価・課題 
6.1. 実証方法 

Service Requester（バイヤー）はビジネスロ
ジックサービスを行なっている Service 
Provider 名を知っていることとし，企業名
「ITLAB」でWebサービスを検索した．また，
今回引数として与えるバイヤーからの希望単価

は 1000円とした． 
6.2. 実証結果 
実行画面を図１１に示す． 

図１１ Webサービス実行画面 
企業名「ITLAB」を入力して実行すると，

UDDIに登録済みの「BusinessLogic_Service」，
続いて実行されるメソッド「getBusiData」が
発見された．次に引数として，バイヤーから希

望単価 1000円を入力し，実行結果として，1000
円以下の企業名，単価①を取得できた． 

研究会Temp 
－59－



 

 8

ビジネスロジックサービスから返信された

SOAPドキュメントの一部を図１２に示す． 
<?xml version='1.0' encoding='UTF-8'?> 
<SOAP-ENV:Envelope 
xmlns:SOAP-ENV="http://schemas.xmlsoap.org/soa
p/envelope/"  
xmlns:xsi="http://www.w3.org/1999/XMLSchema-in
stance" 
xmlns:xsd="http://www.w3.org/1999/XMLSchema">
<SOAP-ENV:Body> 
<ns1:getBusiDataResponse 
xmlns:ns1="urn:businesslogic"  
SOAP-ENV:encodingStyle="http://schemas.xmlsoap
.org/soap/encoding/"> 
<return 
xmlns:ns2="http://xml.apache.org/xml-soap" 
xsi:type="ns2:Vector"> 
<item xsi:type="xsd:string"> Asada co. 
   970YEN</item> 
<item xsi:type="xsd:string"> Endou co. 
   975YEN</item> 

図１２ SOAPドキュメントの一部 

6.3. システムの評価と課題 
プロトタイプの実証の結果，Webサービスア
ーキテクチャである SOAP／WSDL／UDDI
の連携や，Service Requesterの要求に対して，
結果が得られることを確認した．また，Webサ
ービスが再利用できる可能性を，ビジネスロジ

ックサービスの構築，実証を通して見出した．

これはWSDLの取得によりWebサービスの利
用法を把握できるため，本 Web サービスの利
用を望む各Service Requesterがサービスの利
用を可能とするからである．よって，Webサー
ビスの利用性が向上すると考えられる．しかし，

WebサービスはService Providerのサーバに依
存するため，サービスへのアクセスが集中する

とサーバに多大な負担が掛かることになる．よ

って，サーバ側で行なう処理を負荷分散するな

どの検討を行なう必要がある． 
今回の実証では提案したWebサービスの内，
ビジネスロジックサービスの一部を構築し，実

証を行なった．よって，残りの Web サービス
を構築，実証することが今後の課題である．ま

た，今回提案した Web サービスは，各サプラ
イヤーの企業情報を「見積り書登録サービス」

を介して Service ProviderのDBに保存する．
そのため，重要な企業情報が取引先以外の企業

に渡されることになり，Service Requester と
Service Provider間に高い信頼性を必要とする．
つまり，Service Providerの信頼性をどのよう
に確認するかなどの工夫も必要である．これは

本システム以外の Web サービス全体に言える
ことである． 
 
7. まとめ 
本稿では，提案した部品調達支援システムを

Webサービスとして構築し，実証・評価を行っ
た．実証結果により，SOAP／WSDL／UDDI
の連携や，構築したビジネスロジックサービス

による Web サービスの動作を確認した．今後
は次の事項を進めていく予定である． 
① 部品調達支援システムの全機能を Web
サービス化し再評価． 

② Webサービスの機能を活かし，有効なビ
ジネスモデルの創出． 

③ Webサービスによる構築技法の検討． 
④ Web サービスにおけるデータフロー制
御の検討． 
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